
二
〇
一
四
年
三
月
二
八
日

一
水
に
沿
ひ
て
御
苑
の
春
惜
し
む

菜

　々　

二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日

朗
報
の
ご
と
く
に
庭
の
初
音
聞
く

う
つ
ぎ

井
戸
蓋
の
竹
真
新
し
芽
木
の
庭

つ
く
し

春

落

葉

堆

く

積

む

祠

か

な

は
く
子

二
〇
一
四
年
三
月
二
六
日

雨
暗
き
庭
の
一
隅
山
茱
萸
黄

は
く
子

春
蘭
を
目
当
て
に
山
路
遠
回
り

う
つ
ぎ

愛
犬
の
リ
ー
ド
も
解
き
て
野
に
遊
ぶ

せ
い
じ

雷
神
と
い
へ
ど
童
顔
草
萌
ゆ
る

有

香

二
〇
一
四
年
三
月
二
五
日

桜
草
摘
み
て
く
れ
た
る
庭
主

せ
い
じ

売
地
旗
立
て
て
菜
の
花
浄
土
か
な

満

天

桜
散
る
坂
ゆ
る
や
か
に
御
門
跡

菜

　々　

木
造
の
校
舎
を
嵌
め
て
山
笑
ふ

う
つ
ぎ

二
〇
一
四
年
三
月
二
四
日

訪
ね
た
る
恩
師
の
句
碑
に
梅
匂
ふ

は
く
子

二
〇
一
四
年
三
月
二
三
日

陽
炎
へ
る
停
泊
マ
ス
ト
犇
め
き
て

宏

虎

囀
り
や
片
言
ふ
え
し
子
と
あ
そ
ぶ

有

香

二
〇
一
四
年
三
月
二
二
日

片
脚
を
山
頂
に
虹
立
ち
に
け
り

三

刀

推
敲
の
四
阿
芽
木
の
風
通
ふ

ひ
か
り

銀
嶺
の
富
士
は
る
か
と
す
花
堤

菜

　々　

絵
図
に
な
き
園
の
脇
道
初
音
聞
く

な
つ
き

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
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